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編集後記 

新春号にふさわしい「環境省より表彰」というおめ

でたいトピックスで飾ることができました。 
オイコスメンバーの地道な努力の賜物ですね。 
（ＴＡＮＡ＝J） 
 

 かつて水辺には、水深に応じて抽水植物のカサスゲ、ヨシ、マコモ、ヒメガマが帯状に生え、これら

に混じってオニビシ、ガガブタ、アサザ等の浮葉植物、さらにインバモ、ササバモ、ガシャモク、ヒロ

ハノエビモ、コウガイモ等の沈水植物も見られました。こうした水草たちが織りなす多様な水辺の環境

はエビ、水生昆虫、魚、鳥などの様々な動物たちが生活するための物を創り出していました。 
 しかし、開発事業で岸辺の構造が改変、単純化され、水草たちの多くが沼から姿を消してしまいまし

た。沼の水草を復活させるためには様々な取り組みがされています、先ず注目したのは、開発で埋め立

てられて土中に眠っている水草たちの種子です。埋土種子に期待して沼岸の数か所で試掘しました結

果、埋土種子からガシモク、ササバモ、コウガイモ、ヒロハノエビモなど沢山の沈水植物が発芽し、見

事な群落を作る場所が有る事を確認できました。特にガシャモクは全国で印旛沼、手賀沼流域と北九州

市にしか残存しない絶滅危惧種で大きな注目を集めました。 
 様々な取り組みを通じて印旛沼の底泥には埋土種子が眠っていたし、潜在的な植生復活の力を秘めて

いる事が明らかですが、実際の沼では水草が育っていません、様々な実験を通じて、アメリカザリガニ、

ウシガエルのオタマジャクシ、ワタカ（草魚）などによる食害が水草の成長を大きく阻害している事が

分かりました。食害への対応が今後の水草復活成功の鍵を握っています。 
 ところで、特定外来種生物に指定されているナガエツルノゲイトウが圧倒的な増殖力で水面上にマッ

ト状に広がり大群落を形成しています。水面で群落が大きく育つと水中への光が遮断されてしまい、光

が届かない水中では沈水植物は育つ事ができません。印旛沼ではナガエツルノゲイトウの撲滅作戦を展

開中です。（田邉） 
   （財）印旛沼環境基金発行「いんば沼 第３１号―いんば沼の水草たち」より抜粋」 
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「環境省」より表彰受ける 
  

この度、ＮＰＯ八千代オイコスの日頃の活動に対し環境省より「平成 24 年度 水・土壌環境

保全活動功労者」として受賞の榮を受けました。（12 月 14 日付） 
これは昭和 62 年（1987 年）当時の環境庁が制定したもので、 

以来今日では「大気環境及び水・土壌環境の保全に関し顕著な 
功績のあった団体や故人に対し、その功績を讃えるため環境省 
水・大気環境局長より表彰状を授与する」として、八千代オイ 
コスが 24 年度表彰となったものです。 
 今年度は全国 30 の団体、個人が表彰を受けましたが、八千 
代市が県からの打診に当八千代オイコスを推薦して頂いたもの 
で、八千代市環境保全課より連絡を受け 12 月 19 日（水）に矢 
口生活安全部長より表彰状を頂いてきました。 
 
 八千代オイコスは 2001年 12月に設立して以来八千代市の自然環境保全活動を基本行動に市内

北西部を流れる印旛沼水系最上流部の＜花輪川＞を主とした活動の場に「環境美化・自然環境調

査や生物多様性の向上」に取組んできました。 
 月一回の川の清掃、雑草刈り、側道の花壇作り等の作業を行い、暑さ・寒さの中でメンバーの

地道な活動を続けてきた事が認められ、今回の受賞につながった事と会員一同大きな喜びとする

ところです。 
 
 我々の活動の大きな柱である「川の学校」が放射能禍により、24 年度は一時中断の憂目となり

ましたが、新たな取組みに上流湧水区の水質調査を取り上げ継続活動に加えました。 
 今後のオイコスは日頃大変ご協力頂いている環境保全課及び都市整備部土木建設課と共に一

層の連携を計りながら、今回の受賞を励みにたゆまぬ活動を継続してゆきたいと思います。 
（代表 川瀬） 

 保護育成しているいんば沼の水草 緩傾斜護岸法による試験施工区 

春の花輪川 

矢口部長、笠原次長、オイコス理事一同 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年は 11 月 24 日に行いました。 
 毎年夏場にはザリガニは勿論、ミズカマキリ、マツモムシ、オニ

ヤンマのヤゴなどの珍しい水生昆虫がみつかります。今年の魚類調

査ではトウヨシノボリ 75 匹、スジエビ 103 匹、ドジョウ 19 匹、メ

ダカ 3 匹、モツゴ 1 匹でした。 
毎年の調査で感じることはその年によって生き物の勢力が違ってい

ることです。 
トウヨシノボリは毎年 100 匹前後観られますが、今年はドジョウ

が 19 匹（昨年 28 匹、一昨年 71 匹）と少なく、代わりにスジエビが

103 匹（同 3 匹、4 匹）と多くなっています。 
モツゴは毎年 1 匹、メダカは 3 年連続 3 匹（昨年 5 匹）観察され水

質は他の小川に比べ良好の証拠と思われます。     （小原） 
 
H22年 H23年 H24年 H22年 H23年 H24年

トウヨシノボリ 114 103 75 スジエビ 4 3 103
メダカ 1 5 3 モツゴ 1 1 1
ドジョウ 71 28 19 オニヤンマのヤゴ 1 1 1  

今年も 12 月 5 日に財団法人環境緑化公社より、パンジー

の苗 480 株を頂き、花輪川の花壇に植栽しました。数多く

の苗を規則正しく限られたスペースに植え込んでゆく作業

はもう若くはない会員には大変な作業です。作業に携わっ

て頂いた 7 名の皆様、大変お疲れさまでございました。 
数日後確認したところ、十数個の苗が抜かれて逆さまに

転がっていました。心無い人がいるものだとガッカリしま

した。ところが、すぐ目の前でカラスが数羽、苗をついば

んでひっくり返しているのを目撃しました。犯人はカラス

でした。 
今年は殊の外寒さが厳しく例年より霜柱が多く、上手く

根付くか心配です。 
来年の春にはきれいな花が咲きますように…。 

           （小原） 

ヤマトミクリの里づくり協議会では、谷津・里山の自然の豊かさ、景観、暮らし、文化・

歴史などの地域の宝を保全し、次世代へつなぐための視点の一つとして、11 月 21 日、八千代

市農業研修センターで開催しました。 

中村 攻氏（千葉大学名誉教授）「地域の自然を生かした豊かな暮らし」は、「地域住民と

都市住民がエコツーリズムを共有するために、相手の立場を理解することが重要です」との

講演でした。徳益 友紀子氏（農事組合法人多古町旬の味産直センター）は、センターの取

り組みや「BRA ぶら祭り」について、島田在住の荻原氏は、農業・地域等について、千葉自然

学校の遠藤氏は、県内で展開している自然体験について話されました。 

12 月 8 日は、多古町の「しんのみ空間」「BRA ぶらしんのみ祭り」の地域を実際歩いて、多

古町の資源のすばらしさを体験しました。今後の課題は、八千代で出来ることは何か？です。

(桑波田) 

 

花輪川生き物調査 

11 月 23 日（金）第 9 回サポートセンター祭りが開催され、オ

イコスも参加しました。会場が例年のイオン・ローズ広場から数

年ぶりにフルルガーデン噴水広場に移され、八千代市民活動２１

団体の参加となりました。今年のオイコスのブースには花輪川の

活動状況のパネルを掲示し、「川の学校」もＰＲしました。 
そして展示物はいつものように、竹炭、飾り用竹炭、竹酢液に

加え新製品も発表しました。これはオイコス婦人部有志（宮竹牧

さん・川瀬容子さん）により竹炭のクリスマス飾りを製作しまし

た。（写真）しかし、こんな努力も当日はかなり寒い雨模様の一日

で来客数は大変少なかったようで、いつもの賑やかさに欠けたイ

ベントに終わりました。来年の開催は一ヶ月位前に設定したら如

何でしょうか？ 尚、運営委員長として当オイコス役員・金室彰

が活躍しました。                     （川瀬） 

今回で４回目のお餅つき参加となります。今年は雨天で順

延となった事で、つき手の人数が減ったり昨年までとは場所

や一部道具が変わったりという中での開催でした。年々蒸し

も上手くなり今年は一つも失敗がなかったのでさすがです！ 
蒸しと同様に重要なつく前の潰しは、熱いうちに粒を残さ

ないようにすり潰すかが出来上がりを左右するので、根気と

体力が必要な分、つき手が少なかったのがとても大変でした。

臼は２つあったのですが、一つは口が小さく上手くつく事が

出来なかったので、口の大きな方一つだけでつく事になった

為に、全てをつき終わるまでの時間がかかってしまいました

が、子供達も毎年お餅をついたり、つきたてのお餅を食べた

り、自分でついたお餅をお正月に食べる事が楽しみです。 
また次のお餅つきまでに体を鍛えておきます！ 

（参加者 川瀬公朗） 

「サポートセンター祭り」に参加 

花輪川にパンジーの苗を植栽 今年も美味しいお餅ができました！ 

「エコツーリズムフォーラム in やちよ」開催 ＆多古町「しんのみ空間」視察 

BRA ぶらしんのみ祭り 田舎まんじゅうつくり体験 

金室運営委員長 

メダカ 

モツゴ 

今年度オイコスの活動予定 
１月２５日(金) 
  印旛沼環境基金活動報告 
４月１４日(日) 
  ２４年度総会 
４月２１日(日) 
  菜の花エコウォーキング 
 

竹炭のクリスマス飾り 

腰を入れてよいしょ！ 僕もついたよ！ 


